
様式第３  

特定施設の種類及び能力ごとの数 
変更届出書 

特 定 施 設 の 使 用 の 方 法                

  年  月  日 

牧之原市長 

 
                     住    所 
                    法人にあっては、その           
                           主たる事務所の所在地 
 
 
                     氏    名                                                                
                    法人にあっては、その 
                      名称及び代表者の氏名 

 

  振動規制法第 8条第 1項 

静岡県生活環境の保全等に関する条例第 82条第 1項 

の規定により、  

特定施設の種類及び能力ごとの数 
の変更について次のとおり届け出ます。 

特 定 施 設 の 使 用 の 方 法                

  

工場又は事業

場 の 名 称 

 
※ 整 理 番 号 

 

※受理年月日   年  月  日        

※ 施 設 番 号  

工場又は事業

場 の 所 在 地 

 

※ 審 査 結 果  

※ 備   考  

特 定 施 設 

の 種 類 

型

式 

公 称 

能 力 

数 使 用 開 始 時 刻 使 用 終 了 時 刻         

変更前 変更後 
変 更 前

（時・分） 

変 更 後 

（時・分） 

変 更 前

（時・分） 

変 更 後 

（時・分） 

      

      

備考 １ 特定施設の種類及び能力ごとの数又は特定施設の使用の方法に変更がある場合であって

も、振動規制法第 8 条第 1 項ただし書の規定により届出を要しないこととされるときは、

当該特定施設の種類については、記載しないこと。 

       ２ 特定施設の種類の欄には、騒音規制法施行令別表第 1 に掲げる号番号及びイ、ロ、ハ、

等の細分があるときはその記号並びに名称を記載すること。 

   ３ ＊印の欄には、記載しないこと。 

   ４ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 

   ５ 氏名（法人にあってはその代表者の氏名）を記載し、押印することに代えて、本人（法

人にあってはその代表者）が署名することができる。 



 振動防止の方法 

  
（１）作業工程又は製造工程 

 

 

 

（２）機械基礎の材質、構造 

 

 

 

（３）振動源の防振措置 

 

 

 

（４）その他の振動防止の方法 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

敷地内の建物配置図、機械配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



参考事項 

                  （項目選定のものは、該当項目を○で囲むこと） 

資 本 金 円 従 業 員 数 人 

主 要 製 品  操 業 時 間    時 ～  時 

用 途 地 域  敷 地 面 積          ㎡ 

担当部課係  建 物 面 積  ㎡ 

担 当 者  電 話 番 号   （  ） 

付近の見取図 下記のとおり・別添のとおり 公害防止管理者  
 

 


